
様式１ 【社会科・中３・「現代社会の見方・考え方」】①

学校トラブルの事例を基に、関わっている人が納得できる解決策やその決定方法について、対
立と合意、効率と公正といった視点に着目して考察・表現させる。

本時のねらい（全５時間中の第３時）

ＩＣＴ活用のポイント
・「効率と公正」といった概念を理解させるための学習支援ソフトの動画教材を家庭で事前に視聴させることで、本時の課題
解解決の素地となる知識を習得する。そして従来は、授業の中で確認していたことを家庭で学習しておくことができる。
・デジタル教科書の「効率と公正」動画を視聴することで、本時の基本的な用語を短時間で確認することができる。
・Gooogleスライドを活用することで、話合いの場面で個人の意見を交流し、自分の考えを深めたり広げるたりすることがで
できる。

【前時の終末・家庭学習】

【本時】

事例の概要
家庭で学習支援ソフトの動画教材を視聴
することで、前時の復習とともに、本時
の学習に生かすための知識を習得する。

本時のめあてを設定し、本時の追究活
動に必要な基本的な用語を確認する。

個人の考えを基に、グループで交流し、
全体で共有する。

本時のめあてを達成するための課題を、
グループで追究し、全体で共有する。

他のトラブル事例に取り組み、知識の定
着を図り、本時の学習をまとめる。

【ポイント】

学習支援ソフトの動画教材を授業の予習や復習として活用する
ことで、考えをグループや全体で交流する時間を増やしたり、
学習を深めるための課題に取り組ませたりできる。生徒が学習
支援ソフトの動画教材を活用するよさを実感し、予習や復習を
することの必要感をもたせることができる。

○家庭で学習支援ソフトの動画教材を活用し、前時までの既習事項の確認す
るる。本時の追究活動に活用する基本的な用語を理解する。【活用場面①】

○デジタル教科の動画を視聴することで本時の学習内容を再確認する。
【活用場面②】

＜本時のめあて＞
学校トラブル事例の解決策を「効率・公正」の視点を基に考えよう。

○事前に、家庭から提出したGoogleスライドのワークシートを基に個人の意
見見を共有する。【活用場面③】

対立状況を解消するための、必要な視点を確認する。
効率…資源、時間が無駄になっていないか。
公正…手続きが公正か、結果が公正か。



【社会科・中３・「現代社会の見方・考え方」】②

【事例におけるＩＣＴ活用場面①】～家庭学習～
（予習） （復習）

【事例におけるＩＣＴ活用場面②】
デジタル教科書の活用

【事例におけるＩＣＴ活用場面③】
～友達との意見交流～

本時の「効率と公正」に関するデジタ
ル教科書の説明動画を視聴することで、
本時の学習内容を再確認することができ、
理解を深めることができた。また、本時
のねらいに迫るために、「効率と公正」
の視点を大切にすることへの意識付けを
行うことができた。

個人追究の課題を、家庭学習として
Googleスライドに打ち込ませて、事前に
提出させることで、教師が生徒の意見を
事前に把握して授業を行うことがていた。
また、時間をかけて話合い活動を行うこ
とで、共有するだけでなく意見を深める
ことができていた。

家庭学習として「効率と公正」
に関する動画（学習支援ソフトの
動画教材）を視聴させたことで、
教科書の「学校トラブル（体育館
の割振り）」を「効率と公正」の
視点を踏まえて、事前に割振りを
することができた。自分なりの考
えをもって授業に参加できた。

話合い活動

学習を深めるための課題

学習支援ソフトの動画教材で事前の説

明や、個別で追究する場面を省略できた

ため、話合い活動の時間を十分にとれた。

また、学習を深めるための課題にも取り

組むことで、教師がねらい考えさせたい、

生徒が１時間考え続けることができる、

授業になった。

効率と公正の考え方
を、よく理解するこ
とができた。本時は
その事について深く、
考えるのだな。

前時に学習した対
立と合意を確認す
ることができたぞ。

公正とは、どのよ
うなことを意味し
ているのかな。

いろいろな考え方が
あるんだな。
しっかり自分の考え
を伝えるぞ。

効率と公正の
大切さを実感


